
凍楷精液の実了用化に関する試験  

遠 畑  売、 相 島 敏 男  

栄周 昭 司   

兼結精職については、従来のストロー法から錠剤化凍結精液、さらには分離ストロー法式へと技  

術は急速忙遮娼し、一部の県では、すでに全面的に実用化に移行してぃる。都におぃては人工受精  

錦織の欠如、あるいは都市近笥雌農特有の改良繁殖にたいする軽視をど、普及上多くの間勤；ある  

として、凍結精液打ついての検討ほかこ夜われていたかった。   

しかし、最凪更新午の入手戦から、絹摂翠の間把優良未年を自家生覆するものが増加し、繁殖  

への関心が高まってきたこと、あるり、は島映における乳牛∧工受精についての㈲陵的検討の過程應  

どから、凍結椅夜寒用化の要諦が提起された。そこで紹和41任度同の助成を受け、凍結保存器具  

一式も整備山来たのて、昭和42年よ少凍繕精仮による人工受精¢実鞘ヒ咋必摩な一連の基礎的試  

ミ韓調奄を実施することとした。  

1．調査項目  

附 甥垂橋鴎牛精液の耐凍件の検討  

¢）耐凍性良好種雄牛のグリセリン平衡適正時周の確紆   

（5）埠療精液甲保存成績   

（4）野列．投網成頗成線  

裾碩体窒素消耗蒐の調査  

費あ1、この試彗剣てかいて稀釈救はすべて凍商用セミナ／を使掬した。  

奉賀  

増車種醸牛神経の耐雄性   

2＿ 戒  

（1l  

42年4月∴二硝尊採摸時搾尻抽乳を1cc づフ楳収し、．金男強應姥堂低コ¢て耐凍僅を検査  

した。検奄方浸三は、10倍稀釈、グリセリン平衡時牌＝18時間、寒剤はドライ7イス（以下  

D工という）を塙い、一段傭侃膏とし、全牛について2回づつ実崩した。   

その療果寿一1のように耐凍性の比較的良好と認められるものは22工J・4K・A・p・1D p  

号の4頗でみった。しかし、A・p号は精液採取が安定しないのでA・p号以外の5萌陀ついて次  

の試験に移った。  
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襲1 凍結能検変成績  

即  名  採取時活力  凍結一晩活力   
バクーポー十  

トリスターミドリち・B  75‡廿  15廿   

第22ローモ／ト   
フィマールホーーブ22T．  7 D＋什  4D冊   

窮4キングベッシー  
クレ，スト4K  75榊  ちDl≠   

7－ノレチェ・ロベル  

‥ ポッシーノミレードA・p  75†伴  40†什   

第5バターポトイ   
トリスターミドリ5B  

8〔】・軒  5 十   

；第10サブリ、リー  
ジュマイマ、101つ  

d51≠  40†汁   

箪4サーチレマック  ，70†什  
カストスKS  

15‡け   

（2）グリセリン¢平衡（以下8平衡という）適正時間の検討  

‘上記5頭の種雄牛むこついて、予備試碍rして原精蕨を10特に稀釈し、針猥添加完了後2，   

5，4，う，うト7＼9，12，15，18，21の冬時間匿pIによる一段階凍結をおこない  

－鏡検した、その繹果5矧問以前はすべて15こ擁以下であったので、d，9．12，15，18，   

2．1‥の冬時間について，さら把本試検を契挿した。7麦封，この際連続2珂採取もかこをい、1   

回採取欄液と2同日採取精畷とにつぃて凍結後の惰力の比較もおこなった。  

泰 2  α平均適正時間の検査成額  

名 号   区  別   d時間   9拷問   12時間  15時間   18時間   21時間   

1．回目採取   5 0≠ト  5．5＿．仙  40†什   45†什   5 0 十廿   5 D十廿  

22L   
2   〝   2 0   55   40   4 5   55   5〔】   

1回目採取   2 0   5 ‡ 5ロ   5 0   40   45  

4K  
2   〝   25   5 口   5 0   55   55   45   

1匝】目採取   20   

10∴p  

’予備‘二本試験の結果から5頭の種雄牛の8平衡適正時間’（す15時間以降にあることが認められ、  

またら申場合連続2回目採取精液カモとく把良好とぃうことばみら年表かった。   

なお、以上の試験は寒剤としてp工を用いたのであるが、．その後窒素如（以下LN2とh  
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う）の入手が可絶とをったので・もN2を用いそ追訊をおこ孜った。検査は8倍稀釈、G平衡時  

間15・1，冒一つ1「2－4▼轡苛の四既得Kわけで凍賭した′精液にっいておこ夜ウた。凍結はリン  
デン社製N12乍栗存器1R⊥川嘩二5・2kgの叩2を入れ、ヰヤキスクーが1N2レこわずか  

に接触する熟度にしてかこなっ‰   

このエうに22IJ・4K・101）＿号′  

のそれぞれの0平衡適正時間は、  

モ 21，1琴，18 時間がわづかなが  

良い痘果をしめしていた占そこで、  

寒剤としてp工を用いた場合の成  

捨も考穏し、それぞれの種堆牛の  

ロ平衡適正時間を葬－4のエう忙   

決定した。  

その成績は寮5のとおカである。  

乗5 0平衡適正時間検奄成績（もy2ガス便吊）  

択讐  15時間  18時間  21時間  24時間   
2 2も  55二鵬  ＝－55‾≠  ．45・粧  4【＝什   

4 K  1一‘0   5ロ   50＝   50   

10p  55、．  5’0   45・   55   

表4’タりセリン平衡適正時間  

名  号   －0平衡適正疇間帯   

22I」   ．1、8－21時間   

4．K   1う＝～18 〝   

1〔〉p   18～21 〝   

6）凍結桶液の生穫おエび保存成凄   

媒結精液の採取時における性状その他は表5■のとおりヤある。  

二・表5▲凍結保存精液の採取時性状、その他  

名号  採耳k ′月日  採櫨毒  p、・托  清力  精子数  長解 倍率  ・0平衡 時間  腐  考   

42  22 工．   5・18こ  る．0  ■ る．2  80Ⅰ汁  1D＿5巌  8倍  18時廟  連続2回目採取梢硬   

2 2I」  5．25  △．0－  d．0  7・5鵬  8．8  〝  ∵・一  

4 K  5．25  4．ロ  ．≠′5  7李叫  8．5   〝  18 〝▲  連続2回目採取精液   

4 K  5．2．6  乙0  d．2′  ．80十ト  1【5．1   〝．  18 〝  

10p  毘15  lO・口  る，0  80十廿  10．占   〝  18 〝  童続2呵目採取精液   

1（〕p  5．2d  る．0  d．4  75†廿  1ロ．4   〝  18〝  

この精液を凍結後、所定の目時に4℃水中で触解して鏡検した。現在せでの成績は乗dのと  

かりで凍結後20日の時点でに、殆んど活力の低下はみられなぃ。   



表 占  凍結精液の保存b文頴  

品名  採 取  稀釈 時 活力  凍結 直後 活力  ∴ 活力  7  14  20  5D  占D  90  120  150  200  250  5d5   月 日     日  日  日  日  日  日  日  日  臼  日  日   

22I」  425．18  80帖  54  45  45  45  45  45  45  50  45  5D  45  

22IJ  5．25  75十片  50  5ロ  5D  50  55  55  45  5〔l  50  40  40  

4 K   5．25  75‡廿  40  4D  40  40  40  40  40  4D  40  4D  40  

4 K   5．2占  8□冊  5〔】  50  50  dO  占0  55  dD  50  50  50  5－5  

10p  5．15  領袖  dO  d－0  ■占口  古口一  占ロ  dd  d■0  dO  do  占0  dO  
10p  5．2d  75榊  占0  dO  dO  55  る0  dO  dO  るD  60  50  55  u  l   

なお、サンブル忙よわ多／少の活力の変動はあるが、実用的には考慮し夜くともエい程度の差であ  

あっ冬。  

（4）野外受精試験成報   

⊥記精液を森組保斉し、次の酎氏で野外綬柑試験徴集施した。  

試験の迎j間   

対象牝牛  

昭和42年7月1日～9月50日   

項近在の民間牛で分鴫後未交配のもので、かつ内診の上、特に里常  

をみとめないもの。  

つⅠで鹿家庭先まで輸送、4℃氷水中で碗肇敬子宮径管内注入を  

おこなった8  

直腸検乗法にエる。   

輸送封よび  
注入方法  

舵否の判定  

その成績は表7お・よび蓑8のとかりである。をお、同時卿ておけるそれぞれの神経牛の液状精  

液による受胎成項は泰9のようになっている。  

痴 7 － 野外受精試験成績  

訳  受  胎  率  
種付 美東数  藤村  

∴笹示教   

d7   87   4 0  52 55  る10  2 2   59．7窃   45．9喀   
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寮8  沌難牛、採取月日別綬相成康成績  

名 名   採 取  ト確 付   受 胎   不 姫   受胎寒  月 日   頭 数   頭 数   成数   
2 2．も   425．18   14   8   占   57．1偏   

5．25   15   8   7   ．占0．口頭   

4．K   5．25   1占   d   10   57．5頭   

〝   5．2占   17   9   8   52．9名   

10．p   5．15   14   4   1C   2B．5名   

5．2占   5   d   45．4名   

合計文法平均  87   40   4 7   45．9頑  

tノ‡i紙用冊てよる受胎率は、咤来の当   

頻てあゝける民間牛の受胎率と比摂しや  

ぺこ＝ナく1－ている。ただ、今回の試験は  

ノ′ユ’初の一蝶の雌牛の受胎率の低下する   

雄梱雄藩したものであり、また、実   

！ぎ三iニー主≦7頑のうち15風ま昨秋から本   

王事にかけて、北海道より嘩入された  

泰9▼ 幼近在・他：蔓にかける複成押頂の推緩受胎遽  

名 号  L 調査列数  受 胎  不京丁    頭 数  f項 放；  2 2．L  15  4  11l  4 K  15  5  ＋＋ ＋  10．p  15  7．  8   
登檎抵  

2占．d司  

55．5鳴  

4d．占喀  

〔桂〕 42．7・・一9月佗封ける；弓己付則凱中15例た㌍作  
為抽皿し一占O E＝JR法打エり算出  

も〇つで、飼琴壌境の急変と、暑熱の影  

響を塵く受けてぃる琴の条件があったので、一般的にいってなか、受愉賽の向ヒは束㌻言与しう′ふ㌔  

つといえよう。また、個体別、採取場別の受胎玖あるい軋1剛実即脊椎と2沼脚綱と  

の受胎塞には若干の差嫁がを，つたが、これらの有意性について吐、今ー戌の試輪では例数も少ない  

ので、今後、例放を番頭して検討したい。  

掛 液体窒素消耗畳の調査  

i梅漬および移し番え把エる咄失   

まづ購入先の工場でつめた⊥N2凍緋封夜保存器把所定協移し替えるせでに、どの程度絹托す  

るホを調奄し杭L当4’0・8kg（50立）かトレプーリ7ン一社軍用－5■0・（内容58立）輸送宕旨を楕  

h、小型トラックで峨透した。輸送一軒療特用は約50分である。揃速度後クライオノ1ツトを明  

いて米周り／デ社如R－10（揮容8・ロ8kg……10立）およぴrJR‾55て内容28・5kg；・  

・・55立）保存那移岬えた。購入LN2（1引回工場渡し噂、初回8D・8kg以後dO・4kgさ）  

の輸送および分掛てよるもⅠぞ主の†弼ば努10のと封りである・。   

このように40・4kg購入しても、保有器に移し粗糖把イ鯛できるもN2は平均27・5kg線度  

しか見込むことができ宏い。   
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さら陀輸送距離■噂牒・あるいは輸送手段にエヮてば20鳴程ぜの損耗を見込む必要があろう。  

ii保存器佗おけるLy2の消耗   

保存器内に入れたLy2の消粍Kついては・LR－55t LR－10保存器について5月11日  

～11月50日せセの間，それぞれ室温およぴ4C恒温寛内忙経いて調裾した。！凋ロは1白1回お  

こたい・キャ干ス；クーはストローが取り出せる程檻にあげた0また・今後のけセンター如ける  

葉標の使楕を考えて，授滞試験尉時頼を保存する二LR－55保存器を車温にかき，この保有器の中  

の1Ⅳ2の消耗貴も測定した○したがってこの保存器については開口節度は催泄比べて多くをって  

いる0旬別の垂温およぴ1N2平均棚毛竜は焚11－12のとこかりであった0   

旬別の平均領温とも対2消耗敏とをみると・特に関係があるエう把入られかハが，4■c恒温車と  

義温に保管した埠合とでは，明らかに4℃に保管l．た方が消耗が少たかった。また，同じ嚢温て保  

管仁た場合でも，顔口頻度の多い授精試験用精堰呆存器の方が川2の消耗箪が多く・しかもその  

差は前の4Jc恒温笥保管と室温保管との差よりも大きく，精確取り出しなどにともたって封こなう  

闇口楓酎哩温差（5℃－10℃）上りLN2の消耗ミて大▲きた担碑植えているようであっや  

l′たがって，今後は，キャニスター取り出し確作忙閂摩すろとノ：もi′こ1i］1阿の精液1取り出しを  

励行すれほ，保存蕃を剰温好かぃてもか漁り工JN，の灘盲を少なく十ることが可絶と思われる。   

つぎ柁∵LR－1；0保存掛ま小型（L堅2克明略啓壷14k6）で拍逐橘に樺山られろべきものであ  

・るが．衷12から綽位当りの消耗率を算出しでÅると嚢15のとかりでさって，LR－55保存器  

に化してもy2の消耗率履か凍り轟くたってhる。   

以上の結果からLR－55（分注時の保管LN2爽愛28■5kg）を使踊して保管する場合・凍結  

仙錐必偵を最低LH2覇を8kgとすると，次のLが2補給暗までの許容消耗景は28・5kg－  

8仁g＝2ロ．5kg となるので，許12の1仁】当りの消耗敬から計劉ノて27日～さd日 平均50  

日肇挿：ん加2の補給をかこなえばよぃこと把な・る。  

－18T   
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義一5 保存器別LN2単位当り消耗峯  

1ド2   1日 当 り   単 位 当 り  
内 容 鬼 kg   平均消耗昔kg   消  耗  率   

んR－55  UC   28．5kg   0．49k巧   1・75く后   

保存室   室 温   ■   0．5dkq   1．98咤   

エJR－1〔】  4  Jc   8－1kq  l   

D・22k電  2．71喀  

保存睾  皐 温   事  0・25k鍔  5．ロ9喀   

2．埠  約   

凍結精根にエる人工授精の実用化に必贋夜基礎資料を縛るため，州税株牛の耐凍性，（2）グリセリ  

ノJF衡適正時臥6楳存成軋（4懐胎率・（5）もN2消耗督・の検討紬こたったが，これを嘆約す  

もと次のとかりである。  

（1l＝易彗装種雄牛7頸のうち，凍結後活力5ロ榊以上の耐凍性良好をものは4頭であった。   

甘〉 q平衡適正時間は15－21時間の聞にあった。   

酎保存成拗は凍結後200日の時点であるが，殆んど活力の低下は入られ左い。  

（4）野外授精試痍においては，実頭数に対して59．7喀，娃頭数に対して45．9窃の受胎率であ  

った。  

（5）ムN2の廟送・・削ノ椿えにエる損耗竜は4D・4kg（50立）のもN2を輸送し，もR－50封エ  

ぴムR－10保存器忙分偏するの忙釣る．5lくg（8立）であって，1d嘘にあたる。「また，保存  

器における消耗は4℃恒温室保存の方が室温保存の方が室温保存忙比し，明らか陀消耗が少  

左〈，LR－55では4℃で1ヒ】平均0．49kg（D．d立），童温で0．5るkg（8．d9立），また  

もR－10では4℃で1日平均0．22kg（口．27立），睾温でD．25kg（0．5立）であった。   

払）ムR－55を使用した。開口頻度の多h実際的利用状況にかける消耗は1ヒヨ平均0．68晦  

（0．84立）であった。  

（7）保管器の間口頻度・キャニスター操作僻技の俊如；LN2消耗を大きく左右ナるとÅられる  

が・LR－55を卦昆にかき精液を成績保管する場合，工・N2の補給はか封よそ27日～5d日  

とÅてかけばょい。   




